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(ttJ117)による盤椀で,爾来こjL如 拙批 して今日にい

たる軒亡に鞘kL:Jr)れたこの和の鮎 f.-･は.鎖州 'Ll'川開

溝にかんする基酬 佃 兜乃Iil:.卿E.VL勺他日についての鮎

川研究, あわせ⊂かなE)の数にのはっているO 端封

も光勺:.(1017)この7iF髄 の姉 川 圧 して,Ltrl臓 土のアズ'

やゾウムン Cllllos(Jf)rtLL.7IllSt.),ifmlS言sL･にLたいする

影判を:-育:.に滑脱との関榛につい;L/紋別した結果を碓長
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係槻肝7:i.Glo/の顎岐路什ドにおいておこなった実験成砧

で･ある,,なお以上,これにかんする綱目な考察と他の

環鎗附トドにおいてえた鮪邪とに1いては'攻伸二お

いで′むべ;L･臓l:や方,るO
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燐試昆虫 : 本邦 餌こももいたアズや ゾ'Y)ム叫 ま

でに川年余の累代銅骨をへできた形態学油 Lもまた
判蝉 的に糾引窓一様の遭博学的性欝お初する一斉純

みなされるもので,その飼育僻他 方法ならびに実
に供した老若の程度など,すべて筆者の雛1朝附94
に紀潤したとこ7)と.おなじであるo
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温樫を火仰;籾.(甑脚 Oo)にたもった Zw61fer(l O r,
のシャ ーレを多少変更した約1回にしめすような 継
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せでコ､､ムの輪でとめ,このJ･.に低鑑乱7cm,市郎･Oclll

の小郡 ノヤーレをIp)節ふせておき,これを1小実験は

捌とし,さらにその串こ下とおなじシャ ーレなかぶせ

･こ,なるべ(椙畦のふれをふせいだ｡なおここで,関

係御脚 igo't,のべたのは筆耕の測定した舘野ごなく,

zwtilfel･(lf);j2)の報f囲､らr推定した数髄であるO

束醸方津 : 剖 ごあたらしく郷 ヒし裏アスLlキゾウム

ツ糾酬仁にわけたが.その間において朽別もいさい桐

伸または噛馴Tt肺 をのぞいて,できるだけ桐 恒のそろ
った健全なものをえらぶよう心がけた｡つぎに棚触 こ

柑ナたこれら戯虫は,10JTGを1問として,紬 こしる

したところの粉の射 ､つたシャ ーレにいれ,t1,3回か

るくゆすって2,3分放故し,仲に充分粉末をつけた後,
ピンセヅドご101些宛鵜斑の小区調の中に温入Li30O

に棺那FId節をした暗黒倍温群的においたO生柁の観察

は晦日1-脚 寺刻に憩鋸枇う､ら川しておこなったが,生

死の恥脚机 ､かなる刺戟にたいしても何等の動作をし

めさないものをもって推柑桐仲とみなした｡未完蛤に

は.嘩雛それぞれ各区とも弧‖'弛 もちい,なお対触
広として,発く粉末の処理をおこなわないものについ

こも川 棚 それぞれ2OO極を用意してあわせで記録し

た｡

なお米実験は昭和2叩 l柏 から昭和2岬 望月にいた

る酬 那こおいておこなったO

Jl.通の73法によっこえられた種 瑚々娘哩〔jj)にたい

する酢脚 抑 】(T)の窮漬F'1-分率翫掛こし抄トと,妨;i

巌のごとぐごあるO漁~FTの申十5匹は嘩脚･'楢 を&併

し.fC数情であるO窮:う衣の関隣を,粒懸=僻OOの瑚:p,TT:

に?いこえた賀放柏里を例とL/Cト縦柵こ致托噂硯の
迩攻異種rl'l'分利 P)むと(),脚肺二相閑をとって二常

の,'&7係を図)=Jl･+ると,姉t3紺のようだ,棚雛とも時間
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にたいしてほぼ相称な'転nlOid曲陳をえがく, すな

わちこのことは即 に準をmLs汚のprObit即 1'/:に変換し

て隅軸にとったと別制llに時閏現 寸軌をとることなく

をのま｣の捌 出をとったTjが,麗触性に適合すること

を意味しているOこt')した事矧 も わ が楓においても

すでにコL'/ゾウ CnlalldraorJ-朋eIJLおよびココク.∫

ウ C.脚L7/a-I-rm IrjlJrー＼HHrの耐熱性の研究においしこ

河野 (Liは;i)那,7-才､キゾr'7ふシ,ヒぶてJLカツ*
ブシムシ AJllJJJ･CJLLIS官一打bascI-I,‥にたいするnapll･-

tha如 ,paradichlol･ben盗占neの繍生の研究において内

相･春川 (lfJ47)那 ,またコ{/ゾウにたいする二硫化
墨素の手掛り三の研究において,紺野 (lワw)おilぴ?,TtF捕

(ltJ50)が段Tli拘 対数をとることなく,その思 しの敵船 ~
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を脚峠 とるほうが･よL)珊 伊仙こきII･ Ttlhle4.Sumlnill･y of｡仙 ofexpLlril畑1tSf(Jl･
い形を.t･.ることなのべているo そ こで
この観念をぎ▲l主礎にして,時TEr_F卜 致死率

(7㌧M)曲緑一次野焼の剛節ガ様式をも

とめ,あわせてこれにかんする1J三朝胎の

棉穎もを親爺すると,釣上も封のごとくであ

る｡しかして雛ta惚明 故1軒ti=700について

えた発癌緋 虻一攻 究蛾の揮作をほどこ

した紬粟を図就したのが約三i図であるo
1:e糾 酪 q)9,･ゐ値は,いずれもbTOLI,

とら大きく,捌 舶缶と鞘 細 線は繭紀の

仮訟U)もとに抑川誤差の穐田内で-致し

頒威材料および方法 ともに醐足すべき

ものであったと恕考される｡なお未申 ･Hl

印をしろしなのは,JL'串間除の摘果より,
ふたつの敵組 告わけでかんがえられるも

のであったが}輩粒度のもつ致JgE効果の

北棟にはこb-再 骨のprobit4より苗次の

部分にわたる麗緑をからいた.

化酬 勺には不紳Iyl･:である混化軸索の根

鞄か鷹取件にふL)かけた場合,これが才叫
くなからざる致托効果を成虫にあたえる

ことは,第4:米O.)緒兼より無知簡相関区

における数値とくJL)yミることによって,
われわれは容易に整うミrlL与るが,この事
矧 ますでに 政王scoc頼143),､Alexarlder

ctall(194払)那,コクゾウをももい,倭

た安出:く1947▲ユ9媚)がコヲクゾウをむ
せ'いて繋険証明しているOさきにものべ

たよ狛こ,異化銀糸の微粉はきわめで鋭
角突起のおおいタ,不凪削な形を解し,そ

のうえ綱 を総和鑑な穐車ごあ,恵ことから

水にたいして不溶連噂の昆虫韻戊のうす

い lipoid櫛をこれがきず?けることは
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Y=ごFJ十O77277､ぷLdはLJ:lLqS)
Y-5+0月64lH(見㌧三‡▲53舶4)

Yこ絹汁(IOr棚鋸X-i-3.7tr38ユ4)

y-5+0.Lj鵬41(X-3加56S)
Y-5+0.3.94舶x-舶5rJ7°)
Y--5+O.舶221(X-6･】rT3ヨ幻

17-5.+0.朗Sl粥X-iL4870I))

Y=諾5+0･汚別11(X-･Rj･6031rJ)

Y-5十O朋8rJIi(X-5.(挿jS4)

Y-Ei+05那帖(N-8J1703)

:Y-請+0()鮒42(革T4･r7Lo拍)
Y -5.+a.(37014(X-4..E3舶20)

Y-声+0.5743,T)(X-3･87157)
Y-5+0.151ユIJ(.lr-りIl(Utl:I)
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容易にありうるものと想像されるo Bl.iscoe(1粥･'l)

parkin(194妬 Alexandcrletnl･(]944a,b,C)埠に

ょって,はじめて粗唱され,その後 Wiggleswol't'h

(1鵬 a,b,1{.)15,191G,1047), Kalmus (lu-14),

跳叩 Cnt(Lt)icy,)糾 こよりで縫開 L:JjJは jLた不甜11物

潔鞘受粉の AIM･aSion(換過傷)による致柁原雅弘 す

なわち槻粉が Iipoid櫛を触壌するたゼ)昆吐淋 内にお

ける水分保持の均衡がくずされ,そのため死がもたら

郎Lるということはその拭粒の有する形態から考えで

もおそらくあやまE)はなかろう｡それゆえこらした鋭

角光起を数多く東している粒蟹のこまカ両 紙粒ほど,

昆出にたいする致死動鼎はたかいものと想像されるo

離 水の散瞳と,中央敷脚 雛陀 ゐ関係はユ上のかん

がえときわめ慢よく一致した結果をしめしている｡そ

こで筋2式の平均篠Dx,10-3の対数を横軸 こ,妨4

訳の中央政経時間を縦軸にとってグラフのうえに怪傑
をもとめると,それらほほほ麗糠II'tJな関係に配列され

T+婦 -a男の関係が想東される,ここ･･C･Tは時間,

dはJI準感 Dの対数で, aB.b之は常数である｡しかし

ながら,確)Lもこの二者の開陳が直妹的でなく,いさ

郎 与の曲線の傾向をもつものならは,さらに公式中に

Tahle5.Tableoftheana一ysisof＼句rinnce

二次の明をいれた T十毎d十b')'d.L-aの関旅先をもと
める必野があろうoLかLで,この二次回僻項をいれ

でかんがたることめ必静性をしろためには,二次式の

の有憩性な挽JTiiL.もしそこ七充分なる悪童がみとめ

られないときには,これを棄却すればよい｡二次の欄

を入れて計罫した や ･8,,や十83つ.の場合の時指陀

粒臆との関係式は, 守:T-3.7418乱す+048(はLJd望≠α,

8:T-319143d+O･W 27d2--a･I. 早+8:T-
3･71333Et+O･57i-1G!Id2-aであるo

Bliss(lt)40)のJj没によって,粒臥 廟長汀二渚のあ

いだの寓鯨性にかんする故'J空をおこなや嫡 保 は,縮
ら衣のごと(であるが,約5表の結果から計,TTI:した二

次何周矧 こかんする分散比は,中学.川.51706,80.49276

や+8:OIOS(湖 で,3つの場合とも3-べで1･7よE)ち

ちいさく,二次の熟 思ここにすててよい ものと脈跳さ

礼,はじめの T+b空d-a空の式をもって,粗 壁致柑噂

閥の関係は充分式'読し与るも'J)と総論することができ

･るO,JiEの拭作をへでもとめた阿醗方程式と,これに

附随する 2,3の数値をしめしたのが郡C,衆でも租4図

はこの関係をtgl示したものである.以上の結果から,･

for 鋤 ヒ志煤 の砥粒は,その粘腔のこまかいもの
testingthelinearityoftherelatiollLbetweenlC唱

particlesizeandtimèforthedatil･inTable4･

T̂otal Nl-1.よ7 1J､5..ROぴE:)g -

ほビアスキゾウムシの成虫に対する致死効力

はあきちかに大きく, しかもその粒度 (d謀

logD)と致柁時間 (T)とはrLl+['id-a空の園
係にあるものといいえられ▲また拙 敦確よl)

も不旧盆の abrasionにたいする裁挽性が高い

もののようであるが,なお以上のくi)しい考

窮は今後にゆずりたいo

BIiscoc(1943)はき樹ヒ班素の扱粉の砥琵
lLI)〃をこえるものは,′jケゾウにたいして致

死効力をもたないが,その?,'1度がlOJILからユ/I

にへるにしたがって､致死効果は攻籍に度し

ユ乃至が/Lあた&)がもっとも効力のたかい粒度

であるらしく,致yt-.効力を聞萩鮎に文酢する

屯つとも雷萱g:な凶刊ま,その批予の附藩カで

低鑑ユ5J梢寸蔵のものは,漂った(島地佃二附

帝できないが∴約5棚r近になると著の附常カ
はまし,1/L附妃のものがもっとも開府カがよ

く,さきにのべた1/?附妃のものの致死効力の

大きいことと一致し7:いることを指摘し7:い

ち;'今同筆肇が依田した細 と同一の淡化出

来砥頻め試料坤,非望SO,榊oo,#10(33,秤
1.r30O,#3000の5種頻をももいて,ココク1}+

別こたいしておこなわれた安江'(ユ9打)の報

億にも同様,粒子の大きさが扱紬 こなるにし

たがい,投取効果冊 太心∴粒鍍滞007臓 の
相掛 こおいで効度が最大であったことがしる
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pllllhltllL Theroliltionbetl岬elllogptll･ticlc

Regr(tssionequとItiorl
(T+r)巴El- 伽)

T - iZ.･L-10.5Sl dだ2.S6.-)望rJ

'll-3.llull di-1.71258

T -2.T)こけ3d認ii)良:3731

A子加 (a)n批ItilTle(T)itttheT7Opcl･CentmOrt王11ity･

Fig･4･TherclationbetweentimMndI(唱 Pal.ticle

sizeatthel)Opercentmo∫taliry. Female

-◎-･Male-0-fFenlaleandmnlcナ申一･
射 しているO他の不朽性物環綾粉についても同様な結

架がまた多数報粋されている｡たとえばChiu(lt)3E)il)

は Bouyoucos(川jTa,h,1918)の hydrometcl･払

ならびに輯準紬こよって紙晶性伽 の粘度を4段楢に
わけで,これ恕 Acと"MLOSCelide･sc)btechlSSELyに屯も

い.鱗粉の粗放がこまかくなれば致死効力が増大する

ことをみている｡そしで粒姥がlOO/せ こえると効鵜が

な(な!)i-Briscoe(1943)同様槻粉の政体につく故
の多少が影健することをあわせし】もしているOさらに

C]liLtl加･r39b)はこれを-AI/I,WJおよび'/夕照 ヤ-i
')ゾウ CalandrLtgYallariaL･に屯もい微粉の粒鑑は

荻単な溺~rで,ある油田軸こおいでは,粒子がこ溌か

く甲Lはなるほど致死動力は増大し 頂筏117/櫓 こえ
ると,実際的ゐ防除新米射 しなうにいたるという結

論をえでいるoLかしなが瑚 な度の減少は,かならず

し屯致死効力の増大をもたらさない噛銅 揉 たすくな

くないO,LPal･kin(lf舶)払 flがper,.dblomite,
lilllOllitc,flintなどの博やぬ微粉を冊数事由にもちい

L ,.飽粉粒腔の粗細払 徽粉の穀物に脱人される濃の

多族よりも,がいしで鼠静で,槻 :aJ千の洩鑑のひくい

屯のの方が粗粒 子の慨喋のたかいものよ描恥､敦柁肇
なえている｡そしてオ了炎粉末を Op5.鳩 3.三溝.5,1O.0

および15,()/Lの6段階にわけて諏掛こして7.%恕琵劉勿
に侃久しグラナリヤーコI/ゾウにたいする糾娘をおこな

やた軸外 平均砥径 1･B/Lのものが股も初動で'偲陳
30/1･より大きいものはまったく効力はなかったとしる

している｡PcLでこまかい粒子のものにおいで ,かえっ

てその致死効力がおっでくる王那加ヨこ,即indi帽のため
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粒子の形がくずれ,来所がなめらかになるた抑?)うとしている｡つとに Gcrmer(lt)35-･:捕)ち,
晶桂酸末をcolloidalsi男eからJユ50/I'1.2/I,5)I,
3圏鮎こわけでコ!/ゾウにたいしこ粥L&し,#･l
ものはわずか致柁速度がおくれるが,鍔際的にi
迎な差Lではなく,かえって散も効力の大きいもの
あると脚踊 れた柵!.JI:a)ものが塊をちくl),那

つきにくくなるために効力が光ったという粘り強

粉末U湖中覇力が多分に有効度を劫酢うーるこ,と

しているOこうLた不活性物栗の微粉払 なお

すんで種 の々殺虫剤の cnrrierにももいた場介,比

にたいしてそこに確聞される作用過程は,一番指欄
輔出物即の稀釈粉剤においでさえ,す■ごにすくなく

も揖剤.継体2着の適合作用である｡そしてその耐

が'はじめて有効既としてあらわれて.(ることは上

の紬鵜よt)容易にlLりえら捗るところであって,膳

には化学由に推{ALL=iされたこの種投虫剤の有効成分を

生物学脚 こ馳とらか如 け ことはきわめて困難な間

としなければならないO微粉粒子の附筋力,迎簾カ

洋追払 炊温性乃奈は生別を保持懸有する力などい

ゆる cnrriercfFiciency(しいて訳すならば担体致

効力とでもいうべきやあろう一か)として,殺虫剤対

段の1年を拭う性JEは,その級粉の粒子の大き削こ

ポされることが大であるから,枇既にかんしては虫

翻 勺の同よ州 ーる昌嗣 餌勺Wr･如 率 さらにこれを細

とする腰用刑死に招鵜せしめて,群細なる考呉を藤

的におこなう必野がある.雄藩が今回き尉ヒtfL演 の閏

を凍〉もいで,アズ'キゾウムシの成虫凌供粥昆虫にし

えたT+bef桓{)空の関隣が,さらに蒔剤をこの昭細
附的せしめた吸乳 はたしてその凍串成立するも

邦か朋 醐ミの研兜にまたなければならない｡たとえも

Wils(m 皮Jackson(1棚 )は ma紳eSium,silir.a

多漁にふくむ tnlc,alumillaと sili叫 を沢山ふく

pyrophyliteを拙休にして derrisお よ び c u b e ! グ

1J駄 マメを喰鋸す る ? , プ ラ ム シ J a ) 1 将

I

0 1才 O b l･y c FL i f 払 y に つ い て L ら べ た 姑 亀 甲 均 粒 唆

2 .2 5 - 3.B / L の も の は 335 - 4 ･3.LL 以 上 思 た は 1 .9 ,･L 以

の も の よ り 緋 班 が あ る こ と を 見 川 し ; c o 1 1 o i d a 7 s i

の も の は c u h e , d e r r i s の 曲 手 を 翫 芯 で滴 向 が 齢

JW l t C l･0 ∫ i / ) /J LIl

め綴 力 が お と る の で あ ろ う と し て い る 七 , ま た T

Jler(lfJ蛸) も 非 ),VILS' に こ ま か い 批 韻 土 粉 末 が か な ら
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L摘 つとも効卿 勺なderrisの稀釈剤ではないことを

抑 ヤシノ丁ブラ Aphz'srl/mit･まsL.をももいで実験

紀錬しゼいるから,異化康幸の場合にもこうした礁用

研兜なあわせて翻 Mにおこない,今回この実験でえた

開確式の適創生を検討してみる必野があろうoあるひ

Vとつの投出剤にたいして,どのような種駅の ?arfier
をももいるべきであるか,またはあるひとつの car-

rierにたいL/Lrはいずれの樟剤をこれに附典せしめる

のが 一番適当であるかは,#選かつ典雅あるur･91toJH=~Ⅰ

や,すでに Floydetal(1fHl)), Tumor(191:)1),

Whitel-end(lf)44)など,おおくあ人 が々この朋敬の

舵抑こあたっておるが,生物学的方軒よりする殺虫剤

捌細脚欄r･兜は,この糠まLですすかこ実級考察する
J佐野があ7)与｡

V.摘 s

(1)粒哩を異にす る教 化放 棄7''J附二の毘山にたいする

致柁効果凱 アズ1キゾ ウ ム ン の 成 虫 お もも い こ, 泥 l斑

ニmo関係繭壁門ヂo'の環境 休 作 下 で 死 別 した ｡
(2)Blissの pl･Obit即位 を もっ て あ ら わ し た 致 死

時間の迩次累楕百分率は,すべ て の 粒 姥 の 雛 化 封三業 に
おいで,岬摘七とも時間の対数にたいするよりも_,鴨17割
そのものにたいしてより湛抽的の関係にあるo

I(ニラ)粗壁の異なる射ヒ珪素によってえられた,中央
致死時間と,これらの粒腔の対数との如 ､ガには,珊

瑚摘 ほぼ直線的の関係がなE)たつ｡そして娘化沃素

の致死桝棚こたいする抵抗性札 椎よりも哩の方が大､
きい｡
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netpercentageofmol･tnlityirujrObitsis-plotted

昭ainstthetimeofsurvivalaftertreatmenttl:'叩L
whenitisplottetd喝'llntltthc･Io野),ithmofthe

time.

(.'3).The rclatiQnl⊃ctweph thesul･Vivaltime

aftertr紺tmQnt･(T)andt如.lf)ど.lL･王thm ofdiarnetcr

()Ilm･ticle(d)at･.t･he･50percenLtmortalityiS

l･ePreSentedby theLequafi0.-,1+bed-Erョ.And
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carbidethanthemale

勝虫 科 挙 15-Ⅰ正 鵠 衷

.::'; :':JI ,･.i,....-,=.':".1.. .言 ?･.I.., 1ミ :lh:I:-::､･ミ-,ふ ､一一1.-i..:!,?
-5.20き姻Fi 十5208日6

以下同じ

52 淀 4.等漉一抵抗性 投丑一抵抗性
ク 者 3 (1937) '(1糾7)
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